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JENESYS2015 日本大学生訪問団第 2団  

訪問日程 平成 28 年 3 月 15 日（火）～3月 24 日（木） 

 

 

１．プログラム概要 

「JENESYS 2015」の一環として、日本全国から選抜された大学生による、日本大学生訪

問団第 2団計 20 名が、3月 15 日から 3月 24 日までの 9泊 10 日の日程でプログラムを行

いました。 

 

 一行は韓国滞在中、韓国の学生との交流やホームステイ等を通じて、日本の文化と魅力

を発信すると共に、視察や文化体験等を通して、韓国の文化・社会に対する理解を深めま

した。 

 滞在中及び帰国後も、SNS 等で、積極的に今回の体験を発信しています。 

 

２．日程    

3 月 15 日（火）     入国（金浦国際空港）、【視察】ソウル市内見学（ソウルＮタワー） 

 

3 月 16 日（水）    【表敬訪問】韓国国立国際教育院、【視察】サムスン・イノベーション

ミュージアム【学校訪問・交流】慶熙大学校 

 

3 月 17 日（木）    【学校訪問・交流】三育大学校、【視察】国立中央博物館 

【表敬訪問】在韓国日本国大使館 公報文化院 

 

3 月 18 日（金）  【視察】景福宮、通仁市場 

 

3 月 19 日（土）    【文化体験】国弓体験、【視察】華城行軍、 講義、 

ホームステイ対面式、ホームステイ 

 

3 月 20 日（日）     終日ホームステイ 

 

3 月 21 日（月）   【交流】慶熙大学校キャンパスツアー、釜山へ移動 

 

3 月 22 日（火）    【視察】釜山港湾公社港湾案内船 乗船、甘川文化マウル、龍頭山公園、

釜山タワー 

 

3 月 23 日（水）   【視察】龍宮寺、感想報告会 

 

3 月 24 日（木）    帰国（金海国際空港） 
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３．日本大学生訪問団第２団 プログラム記録写真  

韓国 

  
（日本語）3月 16日 （城南市） 

韓国国立国際教育院訪問 

（日本語）3月 16日 （水原市） 

サムスンイノベーションミュージアム訪問 

（韓国語）3월 16일 (성남시) 

한국국립국제교육원 방문 

（韓国語）3월 16일 (수원시) 

삼성이노베이션뮤지엄 방문  

  
（日本語）3月 16日 （龍仁市） 

慶熙大学校訪問 

（日本語）3月 17日 （ソウル市） 

三育大学校訪問 

（韓国語）3월 16일 (용인시) 

경희대학교 방문  

（韓国語）3월 17일(서울시) 

삼육대학교 방문 

  

（日本語）3月 17日 （ソウル市） 

在韓国日本大使館公報文化院訪問 

（日本語）3月 18日 （ソウル市） 

景福宮見学 

（韓国語）3월 17일 (서울시) （韓国語）3월 18일 (서울시) 
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주한 일본대사관 홍보문화원 방문 경복궁 견학 

  

（日本語）3月 19日 （水原市） 

文化体験（国弓体験） 

（日本語）3月 19日 （龍仁市） 

ホームステイ対面式（慶熙大学校） 

（韓国語）3월 19일 (수원시) 

문화체험（국궁체험) 

（韓国語）3월 19일 (용인시) 

홈스테이 대면식(경희대학교) 

  

（日本語）3月 21日 （龍仁市） 

慶熙大学校キャンパスツアー 

（日本語）3月 22日 （釜山市） 

釜山港湾公社港湾案内船乗船 

（韓国語）3월 21일 (용인시) 

경희대학교 캠퍼스투어 

（韓国語）3월 22일 (부산시) 

부산항만공사 항만안내선 승선 

  
（日本語）3月 23 日 （釜山市） 

龍宮寺見学 

（日本語）3月 23 日 （釜山市） 

成果報告会 

（韓国語）3월 23일 (부산시) 

용궁사 견학 

（韓国語）3월 23일 (부산시) 

성과보고회 
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４．参加者の感想   

◆ 日本国 大学生 

本やメディアで知ることも一つの方法だが、実際に自分の目で見ることが一番大切だと思

う。歴史等を勉強していく中で、複雑な問題はとりあえず置いておいて仲良くなるのは簡

単だけど真の交流を目指すためにもしっかり勉強して、深いところまで向き合いたいと感

じている。これからの課題は知識をたくわえて自分なりの意見を一つ持っておくことだ。

そして今回感じた、韓国が好きだという気持ちをずっと忘れずにいたいと強く思っている。 

◆ 日本国 大学生 

「韓国が好き」と言えるようになったことが大きな変化です。そうさせたのは、実際に自

分の足で土を踏むことと、人と出会い大切な人が増えたことだと思っています。問題点ば

かりに目を向けるのではなく、出会った物事ひとつひとつに対する自分の印象を大切にす

る。そうしたことからいろんな側面の韓国があることを実感しました。 

◆ 日本国 大学生 

韓国に大切な家族ができました私のことを気にかけてくれる人がいるのだと思うと、韓国

のことを大切に思えます。本当に貴重な経験をすることができました。 

５．参加者の発信内容 

 

 

 

 

 


